
令 和 8 年 6 月 2 5 日
高 知 地 方 気 象 台

台風第7号 説明会

この資料は、６月２５日09時の予想資料を用
いて作成した説明会資料です。最新の気象情報
は、気象台ホームページから確認ください。



 台風第7号は27日明け方～朝にかけて高知県に最も接近
する見込み。

 梅雨前線の影響で、降り始め（24日0時）からの降水量
は200mmを超えたところがある。

 梅雨前線の影響により、台風の接近前から大雨が続く。
 24時間降水量は、26日12時までに多いところで200mm、

26日夜からは台風周辺の雨雲がかかり、27日12時までに
多いところでさらに200mm、降り始めからの総降水量は
多いところで500mmを超えるところがある見込み。

 平時より土砂災害発生の危険度が高まっている。
 27日は低い土地の浸水や河川の増水、土砂災害、強風、
高波に十分注意。
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高知県への影響（25日10時現在）



地上天気図 、 気象衛星画像、レーダー合成図

衛星画像（可視）+天気図 25日09時

3

雨雲の動き 25日09時

暖かく湿った空気

台風7号本体の雨雲 梅雨前線の雨雲



台風第7号の進路予想
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25日12時

25日09時
985hPa
30m/s

26日12時
985hPa
30m/s

27日09時
990hPa
25m/s

5日先までの暴風域に入る確率

（実 況）
日 時
中心気圧
最大風速

（予 想）
日 時
中心気圧
最大風速

28日09時
990hPa
23m/s

温帯低気圧

27日09時
1004hPa
熱帯低気圧



【早期注意情報（警報級の可能性）】
25日 11時現在
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防災シナリオ
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25日10時現在

台風通過後の北風
 ２７日は台風通過後、中部を中心に北寄りの風が強まる。
強風害などには留意。

【雨の予想】（24時間降水量、多いところ、単位はミリ）

期 間 中部 東部 西部
25日12時～26日12時 200 200 150
26日12時～27日12時 200 200 150
27日12時～28日12時 50 50 30

00-06 06-12 12-18 18-24

大雨
1時間最大
（ミリ）

雷
陸上  10  10  10  10  10  10
海上  12  12  12  12  12  12  10  10  10
陸上  10  10  10  12  12  12  12
海上  12  12  12  15  15  15  15  10  10  10
陸上  10  10  10  10  10  12
海上  12  12  12  12  12  10  10  10  10  10  10  10  15

波浪
うねりを伴う
（メートル）

2.5
2.5 3 3 3

2.5
2.5

3
3

3
3

3
3
3 3

6月27日

3
2.5 2.5
2.5

2.52

6月26日
09-1206-09

2.5
2.5

3
2.5
2.5

33 3 3 23 2

50 50 50

夜遅く

高潮

00-0321-24

昼前

50 50

21-24
夜の

はじめ頃夕方昼過ぎ

18-2115-1812-1503-06

朝明け方未明夜遅く

40 40 40
50

中部

中部

中部

東部

2

40

東部
西部

西部

土砂災害
中部
東部
西部

台風最接近
線状降水帯

強風・暴風
（メートル）

18-2115-1809-12
夜の

はじめ頃夕方昼前

12-15

昼過ぎ

40

6月25日

30 40

東部
西部

2.5
2.5

2.5 32.5

中部
東部
西部

5050

注意報、レベル２注意報 警報、レベル３警報 レベル４危険警報 特別警報、レベル５特別警報



降り始めからの総雨量

【雨の予想】（24時間降水量、多いところ、単位はミリ）

期 間 中部 東部 西部
25日12時～26日12時 200 200 150
26日12時～27日12時 200 200 150
27日12時～28日12時 50 50 30

降り始め（24日0時）からの総雨量は
すでに200mmを超えたところがある

今後降水量はさらに増え、
27日までの総降水量は500mmを超え
るところがある見込み
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高知県への影響（25日10時現在）

 台風第7号は27日明け方～朝にかけて高知県に最も接近
する見込み。

 梅雨前線の影響で、降り始め（24日0時）からの降水量
は200mmを超えたところがある。

 梅雨前線の影響により、台風の接近前から大雨が続く。
 24時間降水量は、26日12時までに多いところで200mm、

26日夜からは台風周辺の雨雲がかかり、27日12時までに
多いところでさらに200mm、降り始めからの総降水量は
多いところで500mmを超えるところがある見込み。

 平時より土砂災害発生の危険度が高まっている。
 27日は低い土地の浸水や河川の増水、土砂災害、強風、
高波に十分注意。



台風の接近や大雨に備えて
 大雨による土砂災害・洪水・低い土地の浸水をはじめ、
自分のいる場所ではどのような災害が起こりやすいのかを
予めハザードマップ等で確認し、台風が近づく前に早め早
めの安全確保をお願いします。

 海岸や増水した河川・用水路なども含め、危険な場所に
は絶対に近づかないようお願いします。

 気象台が発表する警報・注意報など防災気象情報に留
意するとともに、市町村の避難情報に注意してください。

 今後の台風の進み方によっては状況が変わってきますの
で、常に最新の情報を利用してください。
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新しい防災気象情報（令和8年5月29日から運用開始）

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例：レベル４大雨危険警報 等）

新しい防災気象情報の解説ページ
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/keiho-update2026/index.html

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動
警戒レベル
５相当 レベル５

氾濫特別警報
レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

命の危険 直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

警戒レベル
４相当 レベル４

氾濫危険警報
レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

危険な場所から全員避難

警戒レベル
３相当 レベル３

氾濫警報
レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル
２ レベル２

氾濫注意報
レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル
１ 早期注意情報 災害への心構えを高める
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参考資料



住民に求められる行動

線状降水帯に関する情報の位置付けと住民に求められる行動 参考資料

気象解説情報（線状降水帯半日前予測）
内容：線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ

30分前
～現在

～３時間前

線状降水帯
発生

線状降水帯
となる可能性が高
まる

線状降水帯
発生の可能性あり

線状降水帯に関する情報

時間

気象防災速報（線状降水帯発生）
内容：線状降水帯の発生をお知らせ

大雨に対する
心構えを一段高め、
避難準備等、
災害に備える

気象防災速報（線状降水帯直前予測）
内容：線状降水帯となる危険性が高まった際に、発生の２～３

時間前を目標にお知らせ

周辺状況や自治体
の避難情報等もふ
まえ、避難など適切
な防災行動をとる

自治体からの避難
情報や周辺状況を
確認し、速やかに
安全確保

呼びかけの対象府県

線状降水帯予測マップ

～半日程度前
線状降水帯
半日前予測

線状降水帯
直前予測

線状降水帯
発生

雨雲の動き・今後の雨



今後の予想を含めた最新の情報は、以下からご利用ください

台風情報
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#contents=typhoon

警報レベル相当情報・気象警報・注意報
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#lang=ja&area_type=offices&area_cod
e=390000

指定河川洪水予報
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/#area_type=offices&area_code=390000

キキクル
https://www.jma.go.jp/bosai/#area_type=offices&area_code=390000&pattern
=rain_level

気象防災速報・気象解説情報
https://www.jma.go.jp/bosai/information/#area_type=offices&area_code=390
000&format=table

その他の情報は、気象庁ホームページをご覧ください。
https://www.jma.go.jp/jma/index.html
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以下、参考資料



高知県の地域特性
上空1000ｍ風向別の降雨特性

参考資料

南西斜面に面した地域で雨雲が発生する 南東斜面に面した地域で雨雲が発生する

南斜面に面した地域で雨雲が発生するため、
県内全域で降りやすくなる

東斜面に面した地域で雨雲が発生する

(※)濃いほど降水量が多いことを表す



段階的に発表される防災気象情報と対応する行動
参考資料



台風の大きさと強さ 参考資料

 台風の「大きさ」は強風域（風速15 m/s以上の風が吹いているか、吹く可能性がある範囲）の半径
で、 「強さ」は最大風速で区分しています。

台風と日本列島との大きさ比較



風の強さ
平均風速

(m/s) 
おおよその

時速
予報用語 速さの目安 人への影響 屋外・樹木の様子 走行中の車 建造物

おおよその
瞬間風速
（m/s）

10以上
15未満

～50km
やや強い
風 一般道路

の自動車

風に向って歩きにくく
なる。傘がさせない。

樹木全体が揺れ始
める。
電線が揺れ始める。

道路の吹流し
の角度が水平
になり、高速運
転中では横風
に流される感
覚を受ける。

樋(とい)が揺れ始める。

15以上
20未満

～70km 強い風

風に向って歩けなくな
り、転倒する人も出る。
高所での作業はきわ
めて危険。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が
外れ始める。

高速運転中で
は、横風に流さ
れる感覚が大
きくなる。

屋根瓦・屋根葺材がは
がれるものがある。
雨戸やシャッターが揺
れる。

高速道路
の自動車

20以上
25未満

～90km

非常に強
い風

何かにつかまってい
ないと立っていられな
い。
飛来物によって負傷
するおそれがある。

細い木の幹が折れ
たり、根の張ってい
ない木が倒れ始め
る。
看板が落下・飛散
する。
道路標識が傾く。

通常の速度で
運転するのが
困難になる。

屋根瓦・屋根葺材が飛
散するものがある。
固定されていないプレ
ハブ小屋が移動、転倒
する。ビニールハウス
のフィルム(被覆材)が広
範囲に破れる。

25以上
30未満

～110km

特急電車
屋外での行動は極め
て危険。

走行中のトラッ
クが横転する。

固定の不十分な金属屋
根の葺材がめくれる。
養生の不十分な仮設足
場が崩落する。

30以上
35未満

～125km

猛烈な風
35以上
40未満

～140km
多くの樹木が倒れ
る。
電柱や街灯で倒れ
るものがある。
ブロック壁で倒壊
するものがある。

外装材が広範囲にわ
たって飛散し、下地材が
露出するものがある。

40以上 140km～
住家で倒壊するものが
ある。鉄骨構造物で変
形するものがある。

20

30

40

50

60

参考資料



雨の強さ 参考資料



高潮の要因
台風による

①気圧低下により海面が吸い上げられるように上昇する（吸い上げ効果）
②風により海水が海岸に吹き寄せる（吹き寄せ効果）
③波浪による海面の上昇（波浪効果）
①～③の相乗効果により高潮の可能性が高くなります。
特に台風の進行方向の右側では風も強くなり、海面の上昇が起きやすく、特にV字型の湾で
は奥に行くほど海面上昇が助長されます。

参考資料



防災気象情報に用いる時間細分の用語

天気予報では、１日を３時間ごとに区切って、表現しています。

参考資料
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